
賛 成

反 対

賛 成

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄

さ
れ
る
１
年
と
な
り
、
本
市
で
も
市
制
施
行
50
周
年
の
節
目
の
年
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
２
月
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
世
界
情
勢
も
不
安
定
な
状
況
と
な
り
、
原
油
価

格
や
物
価
高
騰
に
拍
車
が
か
か
り
、
原
材
料
や
資
材
な
ど
の
不
足
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
私
た
ち

は
前
を
向
い
て
歩
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
▽
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
前
年
度
か
ら
１・
８
ポ
イ
ン
ト
良
く
な
っ
て
お
り
、
健

全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
も
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
費
比

率
と
も
に
国
が
定
め
る
基
準
を
大
き
く
下
回
り
、
本
市
の
財
政
の
健

全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
終
息
の
見
通
し
が
つ
か
ず
、
世
界
情
勢
の
不
安
定
な

状
況
か
ら
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
社

会
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
適
切
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
い
た
し
ま
す
。
▽
働
く
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ

た
病
院
併
設
型
の
病
児
保
育
事
業
の
開
始
、
昨
今
の
物
価
上
昇
な
ど

に
よ
る
給
食
食
材
の
高
騰
に
対
し
て
、
給
食
費
の
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
市
役
所
に
来
庁
す
る
市
民
の
た
め
の
窓
口
案
内
混
雑
状
況
配
信

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
市
民
に
寄
り
添
っ
た
多
く
の
取
り
組
み
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
周
辺
地

区
の
市
街
化
区
域
編
入
を
支
援
す
る

事
業
や
厚
木
駅
南
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
工
事

車
両
な
ど
が
行
き
交
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

〇
一
般
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
反
対
、
他
は
賛
成

▽
介
護
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
の
第

８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
基
準
と
な
る
第
５
段
階
の
保

険
料
月
額
で
は
、
従
来
の
５
１
２
０
円
か
ら
５
１
８
０
円
に
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
収
入
の
減
少
や
雇
用
の
喪
失
、
年
金
支
給
額
の
連
続
引

き
下
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
２
倍
化
、
異
常
な

物
価
高
な
ど
か
ら
市
民
の
家
計
と
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い

ま
す
。
引
き
上
げ
で
は
な
く
、
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。
▽
家
庭
系

ご
み
有
料
化
が
令
和
３
年
度
も
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
有
料
化
が
令
和

元
年
秋
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
禍
、
異
常
な
物

価
高
、
そ
し
て
さ
ら
に
公
共
施
設
附
帯
駐
車
場
有
料
化
と
い
う
負
担

の
追
加
に
よ
り
、
市
民
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
続
負
担
増

の
先
駆
け
と
な
っ
た
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
は
家
庭
系
ご
み
と
同
時
に
事
業
系
ご
み
の
減
量

化
も
着
実
に
推
進
す
る
と
い
う
方
針
を
掲
げ
な
が
ら
、
令
和
３
年
度

の
年
間
排
出
量
が
前
年
度
よ
り
２
８
７
㌧
、
３・
７
％
増
加
す
る
と

い
っ
た
事
態
に
陥
っ
て
い
る
点
も
、
市
民
と
の
約
束
の
面
か
ら
大
き

な
問
題
で
す
。
▽
公
共
施
設
附
帯
駐
車
場
の
有
料
化
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
反
対
署
名
７
６
２
２
筆
の
声
を
無
視
し
て
、
翌
年
度
か
ら
の

有
料
化
実
施
の
た
め
の
財
政
措
置
や
工
事
を
含
む
諸
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

が
改
め
て
再
認
識
さ
れ
、
そ
の
場
と
な
る
公
共
施
設
の
重
要
性
を

多
く
の
市
民
が
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。
有
料
化
に
よ
る
新
た
な
負
担
増

を
強
い
る
こ
と
で
市
民
活
動
に
行
政

が
冷
や
水
を
か
け
る
こ
と
は
、
市
民

は
も
と
よ
り
市
の
将
来
に
大
き
な
損

失
と
な
り
ま
す
。
個
々
の
経
済
情
勢

に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
気
軽
に
い
つ
で

も
利
用
で
き
て
こ
そ
公
共
施
設
で
あ

り
、
そ
の
点
で
も
大
き
な
問
題
で
す
。

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
や
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
市
民
へ
の
丁
寧
な
対
応

に
努
め
、
市
制
施
行
50
周
年
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
市
民

生
活
や
市
内
経
済
の
助
け
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
混
雑
状
況
配
信
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
窓
口
業
務
の
向
上
を
図
り
、
教
育
分
野
で
は
、
中

学
校
完
全
給
食
再
開
の
た
め
に
給
食
調
理
施
設
の
設
計
に
着
手
し
、

食
材
費
値
上
げ
に
よ
る
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
や
教
室
不

足
解
消
の
た
め
に
今
泉
小
学
校
校
舎
を
増
築
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

教
育
相
談
、
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
学
童
保
育
、
病
児
保
育
事
業

お
よ
び
消
防
署
南
分
署
整
備
事
業
な
ど
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
取

り
組
み
の
実
施
を
大
い
に
評
価
し
ま
す
。
▽
通
学
路
の
安
全
対
策
で

は
、
千
葉
県
八
街
市
の
事
故
を
受
け
国
土
交
通
省
は
危
険
な
通
学
路

の
歩
道
整
備
や
車
の
速
度
制
限
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
本
市
通
学
路

の
交
通
安
全
対
策
強
化
を
望
み
ま
す
。
▽
学
校
給
食
で
は
、
食
材
費

高
騰
や
消
費
税
の
引
き
上
げ
な
ど
経
済
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
保
護
者

へ
の
緩
和
措
置
を
行
い
ま
し
た
が
、
全
国
で
は
学
校
給
食
費
完
全
無

償
化
が
増
え
て
い
る
た
め
検
討
を
望
み
ま
す
。
▽
公
共
施
設
附
帯
駐

車
場
有
料
化
で
は
、
５
月
か
ら
有
料
化
が
始
ま
り
１
時
間
無
料
の
利

用
が
60
％
弱
で
中
野
公
園
、
北
部
公
園
の
駐
車
場
収
入
が
大
き
く
下

回
り
、
利
用
実
績
が
こ
の
ま
ま
続
く
と
受
益
者
負
担
や
負
担
の
公
平

性
が
実
現
で
き
て
も
財
源
確
保
は
難
し
い
た
め
、
有
料
化
の
運
用
見

直
し
を
望
み
ま
す
。
▽
介
護
保
険
料
は
、
第
７
期
の
介
護
保
険
事
業

計
画
で
月
額
４
３
９
０
円
か
ら
５
１
２
０
円
に
、
第
８
期
で
は
月
額

５
１
８
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
剰
余
金
が
発
生
し

現
在
の
基
金
残
高
は
14
億
６
千
万
円

と
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第

９
期
計
画
策
定
で
は
、
第
７・
８
期
事

業
の
検
証
や
介
護
保
険
給
付
サ
ー
ビ

ス
の
実
態
を
精
査
し
、
想
定
さ
れ
る

パ
タ
ー
ン
を
示
し
検
討
す
る
よ
う
望

み
ま
す
。
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